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目指すはリヨン国際大会での金
市出身の塩塚さんが技能五輪で金賞

パリ国際大会での活躍を誓う塩塚さん（左）パリ国際大会での活躍を誓う塩塚さん（左）

　昨年 11 月に行われた技能五輪全国大会の電子機器組
み立て種目で、市出身の塩塚幸

こ う の す け
之助さん（21 歳、八女

工業卒、トヨタ自動車）が金賞に輝き、リヨン国際大会
の出場権を獲得しました。電子回路の設計や組み立ての
知識はもちろん、故障した電子基板を解析する経験、そ
して５時間にもなる競技時間に耐える集中力が問われる
種目です。7 月 9 日に金子市長へ報告に訪れた塩塚さ
んは「大会で金メダルを取って家族を喜ばせたい。世界
に向けて柳川を発信したい」と意気込みを語りました。

ちかどま
身近な話題などお知らせください。情報をお待ちしています。

【問】市企画課広報広聴係 （☎ 77・8425）

ポートレ

　柳川観光大使の矢島清
き よ お

央さんを招いた中央公民館講
座が 6 月 22 日、市民文化会館でありました。世界中
を飛び回る現役の国際線パイロットとして活躍してい
る矢島さん。講演では、海外で撮影した写真を見なが
らの軽快なトークのほかスペインやハワイの友人との
オンライン対談を実施。また、趣味のサックスで白秋
の名曲「この道」など３曲を披露しました。長年、矢
島さんと交流のある成清幸

さ ち こ

子さんは「講演を聞いて、
皆さん大ファンになったのでは」と感想を述べました。

役パイロットの矢島さんが講演
柳川を世界へ、そして柳川から世界へ

世界中での体験をユーモアを交え講演世界中での体験をユーモアを交え講演

現 泥を飛び散らせながらフラッグめがけて走ったり、大玉を味
方の陣地まで転がしたりと田んぼを駆け回る児童たち

　6 月 15 日、大和干拓の田んぼで有明小学校と皿
垣小学校合同の泥リンピックが開かれました。来年
3 月の閉校を前に子どもたちに思い出を作ってもら
おうと、JA 柳川青年部皿垣開支部が企画。両校の児
童 122 人は赤組と白組に分かれてかけっこやリレー、
ドッジボールや大玉ころがしなどで競いました。最初
は泥の感触に歓声を上げながら、服に泥が付くのを気
にしていた児童たち。慣れてくると、顔まで泥だらけ
になって田んぼの中を駆け回っていました。6 年生の
児童は「閉校は寂しいけど、楽しい思い出ができてう
れしい」と喜んでいました。

校前に児童に楽しい思い出を
有明小と皿垣小が合同で泥リンピック閉

　6 月に入り、市内の各小学校でプールの授業が始ま
りました。6 月 19 日にプール開きをした豊原小学校へ
取材に行くと、1 年生 34 人と 6 年生 25 人が元気に
準備運動をしていました。その後、プールサイドで水
をかけ合い、体を水の冷たさに慣らしてプールの中へ。
水中では先生が水中に隠した物を潜って見つけたり、6
年生が 1 年生を背負って競争したりしました。6 年生
の四

し く ら

倉旺
おうすけ

輔さんは「水が冷たくて気持ちよかった。ま
た早く泳ぎたい」と次の水泳が待ち遠しそうでした。

童の歓喜が夏の訪れ告げる
小学校で水泳の授業スタート

水の中で 1 年生を背負って競争する 6 年生水の中で 1 年生を背負って競争する 6 年生

児

外の文化を肌で感じる
垂見小の児童がフィリピンの竹楽器を体験

エドガーさん（左）らが竹楽器や民族ダンスを児童に伝授

　6 月 21 日、垂見小学校で竹楽器演奏体験がありまし
た。芸術活動のため 1 カ月間市内に滞在したフィリピ
ン出身で竹工芸家のエドガー・バナサンさんと山下彩

あ や か

香
さんが同校を訪れて実現したもの。1 年生から 3 年生
70 人を前に、エドガーさんらはまずフィリピンの文化
や民族衣装などを紹介。その後、児童と一緒に民族ダン
スを踊ったり「バリンビン」と呼ばれる竹楽器を演奏し
たりしました。教室内は、民族ダンスを踊る児童と、竹
楽器を演奏する児童で大盛り上がりでした。

柳川独自の庭園を清掃した伝習館高校の生徒

　庭園の調査と保存活動に取り組む市民団体「柳川水
郷庭園保存機構」と伝習館高校は 5 月 25 日、坂本町
の木村邸庭園を清掃しました。2 時間以上にわたって
除草や落ち葉集めなどに汗を流した同校の生徒 57 人。
同機構の代表で南九州大学名誉教授の永松義

よしひろ
博さん

は「歴史的な価値がある柳川独自の庭園が失われてい
く中で、若い世代に地域の財産を守ってい
く意識が芽生えている」と喜んでいました。
活動の詳細は市公式サイトで確認できます。

世代に庭園の価値を伝える
先人の知恵と工夫が詰まった歴史的庭園次

　大木町出身で埼玉県在住の近藤征
せ い じ

治さん（82 歳）が自
身で描いた絵画を市へ寄贈しました。近藤さんは古里の自
治体や母校の八女工業高校など多くの施設に絵画を寄贈し
ています。今回の絵画は近藤さんが小学生のときに沖端川
付近で見た有明海から港に戻ってくる漁船の船団を描いた
作品。絵画は有明ひまわりセンターで見ることができま
す。6 月 24 日の贈呈式で金子市長は「センターには毎年
1000 人が見学や視察に訪れる。有明海を一望できるこの
場所で多くの人に見てもらいたい」と話しました。

家の近藤さんが絵画を寄贈
有明海から港に戻る船団を描いた大作

絵画を寄贈した近藤さん（右）絵画を寄贈した近藤さん（右）

画

海


